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G20首席農業研究者会議（MACS）の開催について
農林水産省　農林水産技術会議事務局　国際研究官室

■はじめに
農林水産省は、2019 年 4月 24 日から 26 日

に、G20首席農業研究者会議（MACS：Meeting of 
Agricultural Chief Scientists）を我が国で初めて開催
した。

G20MACSは、G20各国及び国際研究機関の首
席農業研究者及び農業研究行政官が参集し、世
界における研究の優先事項を協議するとともに、
各国及び国際研究機関の連携を強化することを
目的とした会合である。2012年から毎年 G20議
長国で開催しており、2019年で第 8回目となった。
今次会合に参加が得られた国及び機関は、下

表のとおりである。

また、我が国からは農林水産省農林水産技術
会議事務局、農業・食品産業技術総合研究機構
及び国際農林水産業研究センターの代表者が出
席した。

4月 24日は、東日本大震災で被災した宮城県
沿岸部を訪問し、農林水産省プロジェクト研究
等を活用して新しい技術を導入し、農業生産の
復興・創生を進めてきた事例等の視察を行った。
25日及び 26日は、東京において本会合を行っ
た。本会合では、我が国は議長として、「越境性
植物病害虫」及び「気候変動対応技術導入のた
めの社会実験的アプローチ」に関する研究の国
際連携の推進を主要議題として取り上げた。

■主要議題の設定とその準備
農林水産省は、我が国が G20MACSの議長を

務め、主要議題を設定することを見据えて、昨
秋から、国内の専門家から構成される「植物病
害虫の世界的拡散と対応策の研究に関する検討
会」、「気候変動の下での持続可能な農業推進に
関する検討会」を設置し、最新の知見や情報等
を得るとともに、これら課題への貢献に繋がる
ような議論の方向性について検討し、議論のた
たき台となるコンセプトペーパーを取りまとめ
た。そして、G20MACS開催に向けた準備の過程
で、このコンセプトペーパーの概要を G20メン
バーに提示しながら、G20MACSの主要議題の設
定、コミュニケ（合意文書）案の調整を行った。
コンセプトペーパーでは、越境性植物病害虫

については、近年、世界における持続的な食料
生産、環境保全に対する脅威となっており、そ
の病害虫の被害を最小限にとどめるためには、
発生地域において早期に病害虫を発見し、その
まん延や新たな地域への侵入の防止、防除を迅
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表　参加国及び機関

G20メンバー アルゼンチン、オーストラリア、
ブラジル、カナダ、中国、フラ
ンス、ドイツ、インド、インド
ネシア、イタリア、日本、メキ
シコ、韓国、ロシア連邦、サウ
ジアラビア、南アフリカ、トル
コ、英国、米国、欧州連合（EU）

招待国 オランダ、スペイン
国際機関 国際農業・バイオ科学センター

（CABI）
国際農業研究協議グループ
（CGIAR）システム管理事務局
国際熱帯農業センター（CIAT）
国際とうもろこし・小麦改良セ
ンター（CIMMYT）
国際食料政策研究所（IFPRI）
国連食糧農業機関（FAO）
国際植物防疫条約（IPPC）事務
局
農業分野の温室効果ガスに関す
るグローバル・リサーチ・アラ
イアンス（GRA）
世界銀行
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本号から 2 回にわたりチョウ目の同定に係る
技術情報を紹介する。本号では、コドリンガ
の侵入警戒調査に使用されているフェロモント
ラップの粘着シートに付着したハマキガ類のサ
ンプル採取から標本の保存までの一連の作業を、
次号では同トラップに捕獲されるハマキガ類を
簡易同定するためのポイントについて解説する。

■はじめに
コドリンガトラップにはハマキガ科だけでは

なくヒロズコガ科、マルハキバガ科、メイガ科
などの多くの種が捕獲される。捕獲された個体
の粘着シートへの付着の仕方は一様ではなく、
図鑑等に掲載された展翅標本の外観が参考にな
らない場合がある他、粘着物質が浸透して黒く
油浸状になり、翅の色彩や斑紋の確認が困難な
場合も多い。外観や大きさ（コドリンガは開張
14 ～ 22mm）からコドリンガの可能性を否定で
きない個体は、虫体を粘着シートから外して交
尾器を取り出し、コドリンガであるか否かを確
認する必要がある。腹部末端から取り出した雄
交尾器は、バルバ（把握器）が閉じた状態であ
るが（図 1）、文献等では通常、ハマキガ類の雄
交尾器はバルバを開き後面から図示されている
ことから（図 2）、実体顕微鏡下で図 2 と同様に
バルバを開いた状態にして観察する。

■粘着シートからの虫体採取
必要なもの：溶媒（レモゾール、キシレンもし
くは灯油）、スポイト、ピンセット

粘着シート上の交尾器を確認したい個体に、
スポイトで溶媒を虫体全体に滴下する（図 3）。
ピンセットで虫体を少し揺らし、虫体に付着し
た粘着物質が十分に溶解していれば、ピンセッ
トで虫体を掴み、粘着シートから外す。粘着物
質の溶解が不十分な場合は、溶媒をさらに滴下
し、粘着物質を十分に溶解してから虫体を外す。

なお、粘着シートに付着した個体は汚損して
いることから、展翅標本を作製することは困難
である。しかし、交尾器以外の部位の形態的な
特徴も同定に役立つことから、交尾器以外につ
いても 70 ～ 80％エタノールに入れて液浸標本と
し、交尾器とともに保存する。

図 3　粘着シートに付着した捕獲虫
（○：溶媒未滴下、○：溶媒滴下）

■交尾器の取り出し
必要なもの：ピンセット、小筆、エタノール（70
～ 80％、99.5％）、小型シャーレ、小型ガラス
チューブ、溶媒（レモゾール、キシレンもしく

病害虫の同定に係る技術情報
－チョウ目編 (1)－

図 1　バルバが閉じている雄交尾器
（ナシヒメシンクイの A：左側面、B：腹面）
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図 2　バルバを開いた雄交尾器（後面）
（ニセミドリバエヒメハマキ Grapholita pavonana）

左バルバ 右バルバ
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速に進めることが必要であるとした。その上で、
G20 メンバーは、病害虫の診断技術や防除技術
等を有しているため、これら諸国の研究機関等
が、開発途上国も含めた国際社会と協力して対
応をとっていくことが重要であり、2020 年の国
際植物防疫年も見据え、G20MACS では、本分野
における国際的な研究連携を推進するための取
組（2019 年の関連ワークショップの日本での開
催、ネットワークの構築、研究協力の強化、国
際機関との連携強化等）を議論することを我が
国から提案した。

■ G20MACSの結果概要
1　越境性植物病害虫について

今次 G20MACS では、越境性植物病害虫が、
食料安全保障と環境に対する深刻な脅威となっ
ていることが認識され、植物病害虫の発生や管
理に関する G20 メンバー等の経験や最新情報を
共有し、効果的な対策のための研究連携を促進
するため、本年中に国際ワークショップを開催
することを我が国から提案し、支持された。

また、病害虫診断の研究所、研究機関及び大
学のネットワークの構築及びネットワーク内外
の関係者の自発的交流が奨励され、関心を持つ
G20 メンバーが共同研究等の研究協力を促進で
きることが確認された。そして、2020 年を国際
植物防疫年とする国連の決議の採択を歓迎する
とともに、G20 農業大臣に対し、越境性病害虫
の研究協力を促進するため、これらの活動を支
持することを提言した。
2　 気候変動対応技術導入のための社会実験的
アプローチについて

気候変動対応技術については、革新的な農業
技術の開発と実践により持続可能な食料生産を
支え、農業分野の温室効果ガスを削減すること
ができるという見解が共有された。気候変動対
応技術の開発と普及に関する経験と最新情報を
共有し、研究連携を促進するため、本年中に国
際ワークショップを開催することを我が国から
提案し、支持された。

また、関心を持つ G20 メンバーが、気候変
動対応技術の導入に関心を有する国との間での
研究連携を強化できること、このような連携に
は、社会実験的アプローチを用いた現場での実
証事業の実施が含まれ得ることも確認された。

そして、G20 農業大臣に対し、これらの研究連
携を強化する自発的な活動を支持することを提
言した。

■おわりに
今次 G20MACS で合意された越境性病害虫及び

気候変動対応技術に関する国際ワークショップ
については、本年後半、我が国においてそれぞ
れ開催予定である。

これら G20MACS のフォローアップ活動が、今
後我が国における越境性植物病害虫等に関する
国際的な研究連携を促進する一助となれば幸い
である。
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(1)　「植物病害虫の世界的拡散と対応策の研究に関する

検討会」について：
http://www.affrc.maff.go.jp/kokusaikenkyu/byogaichu.html

（農林水産省 HP）

(2)　「気候変動の下での持続可能な農業推進に関する検

討会」について：
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/kikouhendou/
kentoukai.html（農林水産省 HP）

(3)　G20MACS について（結果概要等を公開）：
http://www.affrc.maff.go.jp/kokusaikenkyu/macs-g20.html

（農林水産省 HP）

(4)　G20MACS の公式ホームページ（コミュニケ、議 

題、プレゼンテーション資料等を公開）：
https://www.macs-g20.org/

図　G20MACS の会合の様子


